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山
崎
延
吉
は
、
愛
知
県
立
農
林
学
校
の
校
長
と
し

て
だ
け
で
は
な
く
、
県
内
務
部
第
七
課
長
（
農
務
課

長
）、県
農
事
試
験
場
長
、
県
農
会
幹
事
を
も
兼
務
し

た
。
さ
ら
に
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
年
）
校
長
退
職

後
は
、
帝
国
農
会
主
席
幹
事
、
一
九
二
八
年
（
昭
和

三
年
）
に
は
第
一
回
普
通
選
挙
で
衆
議
院
議
員
に
当

選
し
、
県
政
や
国
政
の
面
か
ら
も
農
村
の
近
代
化
に

尽
く
し
た
。

そ
ん
な
山
崎
延
吉
が
そ
の
生
涯
を
か
け
て
行
っ
た

最
大
の
事
業
は
、
興
村
行
脚
と
い
わ
れ
る
農
村
振
興

の
た
め
の
講
演
活
動
で
あ
っ
た
。
教
育
を
学
校
に
閉

じ
込
め
て
お
く
の
で
は
な
く
、
社
会
に
延
長
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
彼
の
教
育
理
念
の
実

践
で
あ
っ
た
。

山
崎
延
吉
が
本
格
的
に
講
演
活
動
を
は
じ
め
る
の

は
、
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
年
）
に
農
林
学
校
で

行
わ
れ
た
自
治
講
習
会
か
ら
で
あ
る
。
政
府
の
地
方

改
良
運
動
に
あ
わ
せ
、
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
各
地

で
地
方
改
良
及
び
農
村
自
治
の
題
目
で
講
習
会
が
開

か
れ
、
彼
は
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
。
彼
は
、
地
方

自
治
の
大
切
さ
を
説
き
、
都
市
の
み
繁
栄
し
て
栄
え

た
国
は
な
く
、
国
を
興
隆
さ
せ
る
に
は
そ
の
根
で
あ

る
農
村
の
振
興
に
力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

主
張
し
た
。
そ
し
て
、
農
事
改
良
の
推
進
、
産
業
組

合
の
奨
励
、
青
年
会
の
育
成
な
ど
、
近
代
化
の
具
体

策
を
示
し
、
旧
態
依
然
た
る
農
村
の
改
良
を
訴
え
た
。

一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）、碧
海
郡
依
佐
美
村

の
野
田
小
学
校
で
、
七
日
間
の
農
村
文
化
講
習
会
が

開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
、
全
員
農
家
に
分
宿
し
て

共
同
生
活
し
、
講
話
、
作
業
、
懇
談
会
、
唱
歌
、
体

操
、
娯
楽
な
ど
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
て
行
わ
れ
た
。

こ
う
し
た
講
習
会
は
、
や
が
て
全
村
学
校
と
し
て
全

国
に
広
が
り
、
農
民
の
共
同
意
識
を
高
め
、
村
お
こ

し
の
機
運
を
高
め
て
い
っ
た
。
山
崎
延
吉
は
各
地
で

講
師
に
招
か
れ
、
農
業
経
営
改
善
の
方
法
や
生
活
習

慣
の
改
善
に
つ
い
て
講
話
を
し
た
。

一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）、米
価
の
下
落
か
ら
農

村
恐
慌
が
深
刻
化
し
て
い
く
中
で
、
政
府
は
、
農
山

漁
村
経
済
厚
生
運
動
を
実
施
し
た
。
山
崎
延
吉
は
、

全
国
各
地
か
ら
招
か
れ
、
精
力
的
に
講
演
活
動
を
続

け
た
。
疲
弊
し
た
農
村
を
立
ち
直
ら
せ
る
た
め
、
町

村
単
位
の
調
査
を
も
と
に
、
農
村
経
済
厚
生
の
た
め

の
基
本
計
画
を
立
て
、
問
題
点
を
改
善
し
て
い
く
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
農
業
経
営
に
お
い
て

は
米
麦
の
単
作
で
は
な
く
、
労
力
の
余
剰
を
養
蚕
や

養
鶏
、
野
菜
、
果
樹
栽
培
へ
ま
わ
し
、
収
入
を
増
や

す
こ
と
を
す
す
め
た
。
さ
ら
に
産
業
組
合
の
活
動
を

活
性
化
し
、
購
買
や
販
売
、
金
融
、
農
業
倉
庫
の
経

営
を
通
し
て
協
同
化
を
す
す
め
た
。
ま
た
、
医
療
施

設
や
図
書
館
、
水
道
、
道
路
、
運
動
施
設
、
公
会
堂

の
建
設
を
通
し
た
社
会
改
良
の
指
導
や
教
育
、
宗
教
、

衣
・
食
・
住
に
か
か
わ
る
生
活
改
善
の
指
導
ま
で
行

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
続
い
た
山
崎

延
吉
の
興
村
行
脚
は
、
農
業
の
近
代
化
を
図
り
、
農

村
の
繁
栄
、
農
民
の
生
活
安
定
を
願
う
も
の
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
山
崎
延
吉
の
講
演
回
数
は
生
涯
を

通
じ
る
と
一
万
五
千
回
以
上
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る

が
、
実
に
超
人
的
数
字
を
示
し
て
い
る
。
彼
の
農
民

を
思
い
、
農
村
教
育
に
か
け
た
情
熱
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。
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